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左心室低形成を伴う両大血管右室起始(DORV)を認めた

黒毛和種子牛の心大血管奇形
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牛における心奇形は高頻度に発生すると言わている

が、これまで沖縄県ではデータの蓄積及び詳細な検討、

報告はなされていない。今回、活力低下により生後33日

齢で死亡した子牛を解剖したところ、両大血管右室起始

(DORV)と3つの心奇形に遭遇し、詳細な検討を試みた

のでその概要を報告する。

両大血管右室起始(DORV)とは、右心室から大動脈と

肺動脈の両者が起始する先天性の心奇形で、牛では人

や他の動物種より発生頻度が高いとされている(表1)。ま

た、２種類以上の心奇形を合併する複合心奇形である。

表1. 両大血管右室起始(DORV)の特徴

村上らの報告によると、心大血管奇形の発生頻度は、

調査対象別に、食用処理場で得られた牛胎子では0.7%

(7/977)、成牛では0.2%、死亡淘汰された子牛では8.7%

(373/4,301)と高い事が報告されている
1）
。

牛の心奇形の種類と発生頻度の報告では心室中隔

欠損が最も多く、42.2%，次に心房中隔欠損が31.6%，そ

して両大血管右室起始(DORV)の14.1%である(図1)
2）
。

動物種 心奇形の数 DORVの数 発生率
（％）

牛 321 65 20.2
人 2,852 29 1
猫 182 6 3
犬 467 2 0.4
豚 802 2 0.2
馬、羊 　  35～51 0 0

(村上ら:動物の循環器 第18号 )

図1. 牛の心奇形の種類と発生頻度

【発生状況】

石垣市の肉用牛繁殖農場で正常分娩した子牛が、

生後9日齢から軟便を呈し、整腸剤等で治療を行ったが

完治せず、再発を繰り返して33日齢で死亡した。

【外貌および解剖所見】

外貌所見は体長105cm、体重35kg。眼球周辺やや陥

没であった。

解剖所見は、皮下で右側腹囲出血が認められ、筋肉

は退色、心臓はやや肥大、大血管、その他にいくつか

の異常が認められた。肺では赤色肝変化、肝臓と同様

に所々に点状出血が認められた。他に第一胃内に食滞

あり、胸・腹水の貯留が認められた。

心臓は重さ420g、全体として円形であった。冠状溝及

び室間溝はやや不明瞭(図2)で、右房室口は広く(4×3c

m)、卵円孔は閉鎖していた。右心室は拡張(10×10cm)

しており、壁は厚く(1.5cm)、左心室の壁と同等であった。

右心室からは大動脈が肺動脈の左前方に起始していた

(図3)。左心房はやや狭小(4×3.7cm)で、壁は厚く(7mm；

右心3～4mm)、房室口(9×5mm)、左心室(5×5cm)共に

顕著に狭小であった。腱索は短小、乳頭筋は不明瞭で

あった。心室中隔欠損は認められなかった。その他の血

管系の異常として動脈管開存、大動脈弓の管状低形成
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(村上ら：臨床獣医 2008. )



(直径4.5×太さ1cm)が認められた(図4) 。

図2. 心臓の外観（左側）

図3. 心臓の内観

図4. 両大血管右室起始(DORV)の

合併心奇形(1)

図5. 両大血管右室起始(DORV)の

合併心奇形(2)

【組織所見】

心臓では間質がやや水腫性であったが、心筋線維の

配列不整、変性及び壊死等は認められなかった。肝臓

でうっ血及び肝細胞の空胞変性が認められた(写真1)。

肺ではうっ血及び肺胞内での単核系細胞の貯留が認め

られた。脾臓では赤血球の貪食像が認められた(写真2)。

写真1. 組織像(1)

写真2. 組織像(2)



【まとめと考察】

今回の症例は、軟便を呈し虚弱牛であった。

心臓の剖検所見により、右心室に大動脈とは別に肺動

脈が存在する両大血管右室起始(DORV)が認められた。

そしてそれに伴う合併症として、左心室低形成、大動

脈弓の管状低形成、動脈管開存が認められた。発生学

的には、多くの脈管異常は心臓の中隔形成に関与する

動脈管円錐域の分割過程の異常で起こるといわれてい

る。DORVでは、円錐口左方異動の障害により大動脈が

右心室から起始する事が知られており、本症例も同様の

機序で発生したと考えられた。DORVは心室中隔欠損

（VSD)を合併する事が多い(49例中36例(73.5%))事が報

告されているが1）、今回はそれが認められず、比較的稀

な症例であった。DORVの合併心奇形である左心室低

形成は村上らの報告によると牛で両大血管右室起始(D

ORV)を認めた症例49例中28例(57%)で左心室低形成が

認められ、比較的症例数は多い。動脈管開存について

は、49例中5例(10%)、大動脈弓(大動脈峡部)の管状低

形成については、49例中8例(16%)といずれも比較的症

例数は少ない。左心室からは大動脈に連絡する管腔構

造が認められたが、山下らの報告
2）
によると左心室の流

出路が閉鎖した13例中12例(92%)で左心室腔と冠状動

脈の異常連絡が認められた事が報告されているが、今

回の症例については左心室から大動脈に連絡する管

腔構造が認められた。牛の心大血管奇形の発生率は死

亡または淘汰された子牛では8.7%と高いことが報告され

ている
2）
ので、今後このような症状で病性鑑定を実施す

る際には先天性の心奇形にも留意する必要がある。

本稿を終えるにあたり、多大なご助言・ご指導を頂い

た宮崎大学 獣医解剖学教室の村上隆之教授、そして

日本生命科学大学 獣医解剖学教室の神谷新司准教

授に深謝する。
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